
＜販売電力量の前年比の推移＞
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＜ 需 要 実 績 ＞
    (単位:百万ｷﾛﾜｯﾄ時,％）

電 力 量 前 年 比 電 力 量 前 年 比

 ２１５ 　９６．０    ８５６ 　９５．０

　 ５０ 　９２．６    ２０７ 　９２．１

 ２６５ 　９５．３ １,０６３ 　９４．４

 ２００ １０１．７ 　 ７０６ １０１．２

 ２５８ １０２．１ 　 ９６０ １０４．６

うち大口電力  (１９３) (１０３．７)   (７２６) (１０６．９)

 ４５８ １０１．９ １,６６６ １０３．１

 ７２３ 　９９．４ ２,７２９ 　９９．５
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＜ 高松市平均気温 ＞
       (単位:℃)

１９／７月 １９／８月
上 旬 中 旬 下 旬 月平均 上 旬 中 旬 下 旬 月平均

実  績 24.9 25.2 28.0 26.1 28.4 30.2 29.3 29.3
平年差 ▲ 0.4 ▲ 1.5 0.4 ▲ 0.5 0.6 2.8 2.5 2.0
前年差 ▲ 0.6 ▲ 2.2 0.1 ▲ 0.9 ▲ 1.6 0.0 0.8 ▲ 0.2

     香川県の電力需要状況（１９年８月）   平成１９年９月２６日
  四国電力（株）高松支店

＜ 需 要 概 況 ＞

 　 平成１９年８月の販売電力量は、７億２千３百万キロワット時、前年比９９．４％

　となった。

　

　　○　家庭用などの「電灯」は、７月中旬や８月上旬の気温が前年に比べ低めに推移

　　　し、冷房需要が減少したことなどから、前年比９６．０％となった。

　　○　事務所ビル・大型商店などの「業務用電力」は、堅調に推移し、前年比

　　　１０１．７％となった。

　　○　産業用の「大口電力」は、紙・パルプ、石油・石炭、鉄鋼などが前年を上回っ

　　　たことから、前年比１０３．７％となった。

　電灯等の低圧需要の８月分検針期間は、前月(７月)の検針日～当月(８月)の検針日の前日
までの１か月間である。
　このため、８月後半の高気温の低圧需要に対する影響の一部は、９月分に反映される。

＜大口電力の産業別内訳＞
　　(単位:百万ｷﾛﾜｯﾄ時,％）

(参考）前 年 比

電 力 量 前 年 比 １９／７月 １９／６月

食 料 品 　　２１ １００．３ １０９．９ １０９．６

製 繊    維 　　　４ 　９５．２ １０１．７ 　９２．３

 紙・パルプ 　　１６ １０６．５ １０６．５ 　９９．１

化    学 　　２７ 　９８．３   ９９．３ 　９７．５

造  石油・石炭 　  ３３ １０９．１ １０６．６ １１３．０

ゴ    ム 　　　１ 　８０．７   ９９．５ １０７．３

 鉄    鋼 　　１７ １１２．０   ９５．０ １１５．７

業  機    械 　　２８ １０４．１ １０３．５ １０３．８

 その他製造 　　２９ １０５．９ １０９．４ １０９．５

 小    計 　１７６ １０４．３ １０４．２ １０６．２

　　１７ 　９７．５   ９４．１ １００．７

　１９３ １０３．７ １０３．２ １０５．７

そ  の  他

合　　　計


